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はじめに

ヒトに感染するノロウイルスは世界中に広く分布し、年間数十万人から数百万人に及

ぶ非細菌性急性胃腸炎患者を発生させ続けています。ノロウイルスは、乳幼児から高齢

者まで全ての年齢層に感染するウイルスで、ヒトの生活と密接に関係した生活環を持っ

ています。冬季に多発する非細菌性食中毒の原因ウイルスとしてもよく知られており、

原因別集計における食中毒患者数では、圧倒的な差で二位を引き離して食中毒原因のト

ップを記録し続けています。2006/07年シーズンの史上最大の大流行時には、推計上の

感染患者が300万人以上に、2012年の大流行でも200万人を超える感染者を出したと考え

られています。我が国だけで無く、ノロウイルス感染症は、世界中で大きな社会問題と

なっており、毎年多大な医療経済的、経済的ダメージを与え続けているのです。

ノロウイルスはメディアの上でも良く取り上げられ、インターネットなどにノロウイ

ルスに関する情報があふれているのですが、ここでは改めてノロウイルスの基本とノロ

ウイルス感染症についてお話ししたいと思います。

感染性胃腸炎の原因ウイルス

感染性胃腸炎の原因となるウイル

スには、ロタウイルス、ノロウイルス、

サポウイルスなど複数のウイルスが

あります。アメリカ合衆国オハイオ州

ノーウォーク地域の小学校で 1968 年

に発生した集団感染性胃腸炎の患児

の便検体から、電子顕微鏡観察によっ

て発見された、小さな球形のウイルス



が、その地名にちなんでノーウォークウイルスと名付けられました。その後、このウイ

ルスは、小型球形ウイルス、ノーウォ

ーク様ウイルスなどと呼ばれていま

したが、2002 年に国際ウイルス分類委

員会（ICTV ）が、ノーウォークの音

を残したノロをウイルスの属名とす

ることを決定したのです。本来ウイル

スは、属名で無く種名で呼ぶことが多

いので、ノーウォークウイルスと呼ば

れるべきなのですが、いつの間にかノ

ロウイルスという名前が定着してし

まい、現在に至っているのです。

ノロウイルスの遺伝子グループ

ノロウイルスには、I型から V型まで 5つの遺伝子グループがあります。このうちヒ

トに感染するノロウイルスは、GI, GII, GIV です。GIII はウシに、GV はネズミに感染

するノロウイルスで、ヒトには感染しません。I型の遺伝子グループには 9種類、II が

たの遺伝子グループには 19 種類の遺伝子型があります。GII.4 とは、遺伝子グループ

IIの4番目の遺伝子型のウイルスのこ

とです。異なる遺伝子型は、異なる抗

原性を持つと考えられています。私た

ちの体には、GII.4に感染するとGII.4

に対する抗体ができるため、しばらく

はGII.4に感染しにくくなることが報

告されています。しかし、他の遺伝子

型は GII.4 と抗原性が異なるため、再

び感染可能であり、一年に何度もノロ

ウイルスに感染するといった経験を

持つ患者さんも多く見受けられます。

ノロウイルス主要流行株の変遷

わが国では、1990年代、GII.3を主流に様々な遺伝子型が流行していましたが、2000

年以降、流行の主流を占めていたはGII.4でした。2006/07年、2012/13年のノロウイル

スの世界的大流行は、GII.4による流行でした。このGII.4は、2014年末まで主流を占

めていましたが、2015年２月に新型のノロウイルス、GII.17に主要流行株の座を譲っ

たのです。新規主要流行株となったGII.17は、人類の大部分が感染経験の無い新しい



遺伝子型と考えられたため、大規模な

流行を引き起こす可能性が有りまし

た。また、GII.17は、3才未満のお子

さん、65才以上の高齢者に対して保険

適応されたノロウイルスの簡易検出

キットで従来の遺伝子型に比べて検

出づらいことが明らかにされていた

ため、ノロウイルスの診断をすり抜け、

感染が拡大してしまう心配がありま

した。

昨年、厚生労働省では、ノロウイルスの本格的な流行が始まる前の9月から10月中旬

にかけて新型の出現、簡易検出キットの検出感度の問題を周知し、流水、石けんによ

る手洗いの徹底など、感染予防に役立てていただくための啓発活動を行いました。そ

の成果が現れたのか、暖冬であったためなのかは分かりませんが、昨年12月の流行は

ここ十年の記録の内、下から2番目の低いレベルに抑えることができました。しかし、

1月になり、寒さが増してきていることに加え、GII.17, GII3, GII.4など複数の遺伝

子型の流行が認められていますので、注意が必要です。

ノロウイルス感染症の主な症状

ノロウイルス感染症の主な症状は、吐き気、嘔吐、下痢、腹痛ですが、発熱、頭痛、

筋肉痛を伴う場合もあります。通常症状は２-３日で治まり、後遺症は残りません。ピ

ーク時には、一日に数十回に及ぶ激しい下痢や吐き気、嘔吐のために、脱水症状となる

場合がありますので、体力のない乳幼

児や高齢者の場合には特に注意が必

要です。経口補水液や、場合によって

は点滴などで補水を考慮に入れると

良いでしょう。特に高齢の入院患者で

は、誤嚥性肺炎、嘔吐物による窒息な

どで死亡する場合もありますので、厳

重に注意してください。ノロウイルス

は、様々な遺伝子型が流行しますが、

新型であってもノロウイルス感染症

の症状に大差はありません。

感染者の便には、1グラムあたり1億個程度の感染性ウイルス粒子が含まれています。

ノロウイルスは胃では増殖しませんが、十二指腸以降、回腸、空腸で増殖することが明

らかにされています。嘔吐物にも便の 10〜100 分の 1程度の濃度のウイルスが含まれて



います。ボランティアに依頼した最近の感染実験の結果では、100〜1000 個程度が口か

ら消化管に入ると約 5割の被験者が発病すると報告されていますので、患者の便やおう

吐物の処理を適切に行うなど、感染拡大防止に十分な注意が必要です。症状が治まって

も、通常 1-2 週間、長いときには 1ヶ月以上にわたってウイルスが便中に排泄されます

ので、トイレの後の手洗い、食物に触れる前の手洗い、外出の際の簡易的なマスクの着

用など、患者さんへの適切な衛生管理の指導も忘れずに行っていただきたいと思います。

三つの感染ルート

ノロウイルスは、糞口感染によって伝播していきます。糞口感染とは、ノロウイル

ス感染者の排泄物に含まれるウイルスが口や鼻から消化管に入ることによって感染す

る感染形態のことです。ノロウイルスが体内に入るまでのルートをもう少し細かく分

けると、3つに細分することができます。

一つ目のルートは、食べ物に由来するルート、つまり食中毒です。多くは、ノロウ

イルス感染者から排泄されたウイルスが、何らかの経路で食品に付着して食品を汚染

し、その汚染食材を食べることで発生しています。これは、ヒト-ヒト感染と考える

こともできるのですが、汚染食品によるノロウイルス感染事例として報告されるため、

食中毒として取扱われています。二つ目のルートは、ヒトからヒトへ感染が広がる接

触感染飛沫感染、ホコリに付着したウイルスによる塵埃感染などによる感染です。三

つめのルートは、水を介した感染です。例えば、ノロウイルスに汚染されたプールの

水や井戸水による感染事例などです。ノロルイス感染者が排泄物と共に多量のウイル

スを放出し、下水、河川を汚染します。川を下ったウイルスは、二枚貝などの海産物

を汚染し、海産物によるノロウイルス食中毒を引き起こすことがあるため、下水処理

場の汚水浄化処理の段階でノロウイルスを不活化する試みが、工学系研究者などによ

り進められています。

予防衛生対策

最も効果的なノロウイルス

の予防衛生対策は、食べ物に

触れる前の石けん、流水によ

る手洗いと、流行時のマスク

の着用です。二次感染防止も

重要ですから、感染者の嘔吐

物や排泄物の処理は、エアロ

ゾルの発生を防ぎつつペーパ

ータオル、古布などで拭き取

り、1000ppm 以上の濃度の次亜



塩素酸ナトリウム液で消毒を行うなど、徹底した処理が必要です。ノロウイルスの不活

化には、熱処理も有効です。病院などでは、使い捨てマスク、ラテックス手袋、紙製の

白衣、ペーパータオル、オートクレーブ用プラスチックバッグ、次亜塩素酸ナトリウム

液を持ち運びのできるコンテナ、もしくはカゴなどに入れ、ノロウイルス対処セットと

して常備しておくと良いでしょう。ノロウイルスの身近な感染防止策などが、厚労省の

Web ページノロウイルスの Q&Aに記載されていますので、是非一度、閲覧していただけ

れば幸です。嬉しいニュースとして、最近開発されたリバースジェネティックスとよば

れる最新の分子生物学的手法や、ネズミのノロウイルスをモデルとして利用したノロウ

イルス受容体の探索、消毒剤の開発、抗ウイルス剤やワクチンの開発など、様々な研究

が進行しています。さらに、国立研究開発法人日本医療研究開発機構を始め、幾つかの

製薬メーカーによるノロウイルスワクチンの開発研究も進行しており、近い将来これら

の研究成果により効率よくノロウイルスの予防衛生対策を取ることができるようにな

る日も、確実に近づいてきていることをお知らせして、締めくくりたいと思います。


